
意
見
書

　
意
見
書
は
、
地
方
自
治
法
第
99
条
に
基
づ
き
、
市
の
公
益
に

関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
国
会
や
関
係
行
政
庁
に
対
し
、
議
会

の
意
見
を
ま
と
め
て
提
出
す
る
文
書
の
こ
と
で
す
。

　

今
定
例
会
に
は
、
３
件
の
意
見
書
が
提

出
さ
れ
、
次
の
２
件
を
可
決
、
内
閣
総
理

大
臣
等
へ
送
付
し
ま
し
た
。

教
員
不
足
解
消
の
た
め
、
定
数
改

善
な
ど
抜
本
的
な
改
善
を
求
め
る

意
見
書

　

文
部
科
学
省
は
１
月
31
日
、
全
国
の
公

立
学
校
の
「
教
師
不
足
」
に
関
す
る
実
態

調
査
結
果
を
初
め
て
発
表
し
ま
し
た
。

２
０
２
１
年
４
月
の
始
業
日
時
点
で
、
小

中
高
校
、
特
別
支
援
学
校
で
２
５
５
８
人

の
教
員
が
未
配
置
と
な
り
、
５
月
1
日
時

点
で
も
２
０
６
５
人
が
未
配
置
と
い
う
深

刻
さ
で
す
。

　

埼
玉
県
は
１
６
８
人
不
足
し
深
刻
な
事

態
で
す
。
小
学
校
で
は
教
頭
な
ど
の
管
理

職
が
学
級
担
任
を
代
替
し
た
り
、
中
学
校

や
高
校
で
は
教
科
担
任
の
不
足
に
よ
り
一

時
的
に
必
要
な
授
業
が
行
え
な
か
っ
た
り

す
る
影
響
が
生
じ
ま
し
た
。

　

教
員
の
未
配
置
が
生
じ
る
最
大
の
原
因

は
、
平
均
勤
務
時
間
が
一
日
約
12
時
間
と

い
う
異
常
な
長
時
間
労
働
に
あ
り
ま
す
。

精
神
疾
患
の
休
職
者
が
毎
年
５
千
人
を
超

え
る
な
ど
、
病
休
や
中
途
退
職
に
追
い
込

ま
れ
る
教
員
が
後
を
絶
た
ず
、
学
期
が
進

む
ほ
ど
病
休
な
ど
が
増
え
て
教
員
不
足
は

加
速
し
て
い
ま
す
。

　

教
員
不
足
の
問
題
に
詳
し
い
慶
応
大
の

佐
久
間
亜
紀
教
授
は
、「
最
大
の
要
因
は
財

政
難
の
下
、
少
子
化
が
さ
ら
に
進
む
と
見

込
ん
で
、
採
用
さ
れ
る
べ
き
正
規
教
員
の

数
が
減
ら
さ
れ
過
ぎ
て
、
年
度
初
め
か
ら

非
正
規
に
依
存
す
る
状
況
が
作
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
上
、
長
時
間
労
働
の
実
態
が
広

く
知
ら
れ
教
員
志
望
者
が
激
少
し
て
い
る
」

と
指
摘
し
て
い
ま
す
。(

５
／
７
朝
日)

　

こ
う
し
た
事
態
を
改
善
す
る
た
め
、
現

在
の
教
員
定
数
を
定
め
る
義
務
教
育
標
準

法
を
抜
本
的
に
改
善
す
る
こ
と
、
教
員
評

価
や
行
政
研
修
な
ど
教
員
の
負
担
を
可
能

な
限
り
減
ら
し
て
い
く
こ
と
、
少
人
数
学

級
の
前
倒
し
実
施
、
非
正
規
教
員
の
正
規

化
と
待
遇
改
善
な
ど
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

よ
っ
て
国
に
お
か
れ
て
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
の
感
染
拡
大
で
子
ど
も
た
ち
へ
さ
ら
に

き
め
細
か
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
現
在
、

学
校
現
場
の
疲
弊
と
教
職
員
の
多
忙
化
を

解
消
す
る
た
め
、
正
規
教
員
増
を
図
る
た

め
抜
本
的
な
対
策
を
講
じ
る
よ
う
強
く
求

め
ま
す
。

水
道
事
業
の
施
設
整
備
に
対
す
る

支
援
の
拡
充
、
財
源
確
保
を
求
め

る
意
見
書

　

水
道
は
国
民
の
日
常
生
活
や
社
会
経
済

活
動
を
支
え
る
重
要
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で

あ
り
、
そ
の
普
及
率
は
、
97
・
９
％
ま
で

達
し
、
こ
れ
ま
で
の
拡
張
整
備
を
前
提
と

し
た
時
代
か
ら
、
既
存
の
水
道
施
設
を
持

続
可
能
な
も
の
に
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
時
代
に
変
化
し
て
き
て
い
る
。

　

現
在
、
水
道
事
業
を
取
り
巻
く
状
況
は
、

高
度
経
済
成
長
期
に
整
備
さ
れ
た
老
朽
施

設
の
更
新
や
耐
震
化
事
業
の
遅
れ
が
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ハ
ー
ド

面
で
の
課
題
に
加
え
、
給
水
需
要
の
減
少

等
に
よ
る
収
益
の
低
下
や
水
道
事
業
に
携

わ
る
職
員
の
技
術
の
維
持
な
ど
も
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

水
道
は
国
民
生
活
や
産
業
活
動
に
不
可

欠
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
が
、
近
年
、
全

国
で
は
地
震
や
豪
雨
な
ど
に
よ
り
水
道
管

や
施
設
が
破
損
し
、
断
水
し
た
こ
と
に
よ

り
住
民
生
活
に
大
き
な
支
障
が
生
じ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
様
々
な
課
題

を
抱
え
て
お
り
、
早
急
な
対
策
が
求
め
ら

れ
る
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
か
れ
て
は
、
地
方
公

共
団
体
等
と
こ
れ
ま
で
以
上
に
連
携
を
深

め
な
が
ら
、
水
道
事
業
の
施
設
の
維
持
、

更
新
事
業
を
強
化
し
、
将
来
に
わ
た
り
持

続
可
能
な
も
の
と
す
る
た
め
、
次
の
措
置

を
講
ず
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

記

１�

．
国
民
の
命
を
守
る
イ
ン
フ
ラ
施
設
で

あ
る
水
道
施
設
の
更
新
・
維
持
・
管
理

の
た
め
、
水
道
施
設
整
備
に
係
る
国
庫

補
助
所
要
額
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

現
行
の
補
助
要
件
の
緩
和
を
行
う
こ

と
。

２�

．
将
来
に
わ
た
り
、
安
全
な
水
の
安
定

供
給
を
維
持
し
て
い
く
た
め
、
水
道
施

設
の
管
理
者
で
あ
る
地
方
公
共
団
体
等

と
こ
れ
ま
で
以
上
に
連
携
を
深
め
な
が

ら
、
適
切
な
資
産
管
理
の
推
進
、
財
政

基
盤
の
確
保
、
技
術
力
等
を
有
す
る
人

材
の
育
成
・
確
保
等
の
推
進
に
関
す
る

支
援
を
強
化
す
る
こ
と
。

議
員
提
出
議
案

11


